
 
 
 
 

対象：理数科１年生 

６月１１日（木）に、金沢大学 理工研究域 数物科学系の大塚浩史教授によ

る特別講義を開催しました。 
 近年のコスモサイエンスⅠの講義の中では珍しい「数学」を使った講義で、

米粒から木星の大赤斑の話まで、自然現象に表れる円にまつわる事象について

数学の観点から考えることができました。 
 講義の中では、いくつかの課題が提示され、実際に手を動かして考える時間

もありました。まだ授業では習っていない分野の問題もありましたが、生徒達

は真剣に課題に取り組んでいました。 
 
 
 
 
 
 

 

対象：理数科３年生 
６月１２日（金）の午後にスーパーサイエンス部の特別講義が行われまし 

た。東北大学工学研究科の手束展規教授によるこの講義では磁性材料、主に 
にモーターについてのお話を聞き、実際に磁石を用いた実験を行いました。モーターの数が社会の豊かさを表

し、その使用数が年々増加していることや、モーターによる電力消費が全エネルギー消費量の50％以上を占め

ていること等、初めて聞く内容も多く大変充実した時間を過ごすことができました。 
 
    

 

対象：普通科・理数科の希望者 
               上記の講義終了後に、普通科・理数科の希望者を対象に東北大学の工学部 

についての説明会を開催しました。東北大学工学部の魅力や、各学科で学べ 
ること、将来の就職先などを詳しく説明していただきました。 

 
 
 
 
 
 
                        対象：理数科２年生 
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【今回の論題】 

『仮説を検証する実験を１００回行ったうち、９９回は否定的な結果だったが１回だけ肯定的な結果が

得られた。このとき、たった１回だけの肯定的な結果であっても正しいことがありうる』 

６月１９日（金）に北陸先端科学技術大学院

大学の小田和司先生がディベーティングマッチ

をコーディネートしてくださいました。 

限られた時間の中で、的確に話の論点を伝え

ねばならず、生徒からは「いかに議論に沿った

話をするかが大事だと思った」等の感想が寄せ

られました。 



 

 

対象：理数科の２年生 

６月２６日（金）の午後に、福井大学医学部の中本安成先生による「生命倫

理」についての特別講義が行われました。医学の進歩の歴史にふれながら、過

去に行われた人体実験等の例から、「倫理」の必要性を学ぶことができました。 

 

 

医学の発達が高まっている現代において、新薬の開発は必要不可欠となる。だが、目先の進歩に目がくらみ、

倫理を失えばどうなるのだろうか。 

医療面以外で非倫理を考えたとき、第二次世界大戦では多くの例があげられるだろう。日本でも多くの男性

が意思を尊重されることなく戦場へ連れていかれた。今、戦争がなく平和であるのは、このような人たちの死

があったおかげだという意見を聞いたことがあるが、本当にその死は必要だったのだろうか。同意のない死と

いう犠牲などあるべきでないと考える。 

生命科学においても同様のことが言えるだろう。ひめゆりの学徒隊は、世話をしていた負傷兵の中に感染症

が出た場合、青酸カリを飲ませるか、政府の実験場へと搬送したという。そこで新しい医療技術が発見された

としても、決して胸をはって発表できるものではないはずだ。もちろん、その時犠牲にした命よりも、のちの

時代で救われた、救われていく人の命が多くなるだろう。しかし、その犠牲は最小限に抑えるべきであり、倫

理は一番に考えられる必要がある。患者を第一に考えることのできない医学はむしろ人の命を無駄にしている

だろう。身体だけが命ではなく、心も大切な命の一部である。命のために医学があるならば、個人の尊重の上

に進歩が求められるべきだろう。 

 

 

 

 

              

 

対象：理数科 1 年生  

７月８日（水）に星の子助産院の坂谷理恵子先生による特別講義を開催しまし

た。この講義では「性」をとおして「命」や「生」について考えることの大切さ

を学ぶことができました。講義の中では、実際に妊婦体験や胎児体験、新生児の

人形を抱く体験をすることができました。 

 

 

 僕は今回の講義を通して、中学生の時に坂谷先生から学んだ時よりも深く、抽象的な事柄についても考えること

ができました。例えば、現代社会の授業でも「愛」についての話があり、既に学んだつもりでしたが、この講義で

はまず愛を「合」と「相」とに分岐させ、また「性」との関わりについて考えるなど、限りなく広い体系に触れる

ことができました。普段僕たちは答えの決まった法則に導かせる思考ばかりしているので、このように漠然とした

「愛」や「生」、「性」などについて考えることも大切なんだな、と感じました。「生」についてのお話では、受

精と妊娠が一致しないという医学的な知識に加えて、「誕生日を決めたのは自分自身だ」などのように、聞いてい

る僕自身に深く関わりのある話が多かったので、とても興味を持って聞くことができました。 

 普段考えない「愛」や「生」でも、それらは何よりも自分達に関わりを持っている事柄なので、そのような身近

なことについて深く考えるきっかけにしたいと思いました。 

 

 

 

対象：理数科の 1・２・３年生 

７月１３日（月）の午後にＡＩプロジェクトの中間発表会を開催しました。今回の発表会は、これまでの研究内

容や研究経緯をまとめ、さらに議論して深めようという趣旨で行われ、研究経過のフローチャートに加え、参考文

献や実験器具を展示したり、研究の様子を写真や動画で説明したりする班もありました。北陸先端科学技術大学院

大学の先生方や留学生の皆さん、理数科の１・３年生も参加し、活発に議論する様子がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 



  

対象：理数科 1 年生 

 

 

 ７月１０日（金）に登山部顧問の西崎先生による登山ガイダンスを行いまし 

た。登山靴や雨具などの持ち物の選びかたや、登山道・山荘でのマナーについ 

て勉強しました。 

 

 

 

 上記の講義後に、米口先生によるレポートの書き方講座を開催しました。白 

山野外実習のレポート課題であるポスターの書き方についての説明を聞き、そ 

の後は事前課題に取り組みました。 

 

 

 

 ７月１４日（火）に実際にバーナーを用いて水の沸点測定を行いました。福 

岡先生による演示実験の後、それぞれの班に分かれて、バーナーの使い方や温 

度測定の方法を確認しました。 

 

 

 

 ７月１５日（水）に石川県自然解説員研究会の奥名正啓先生にお越しいただ 

き、上記の特別講義を開催しました。白山が活火山であることや、その噴火の 

歴史、柱状節理などにみる過去の痕跡などのお話や、高山植物が鮮やかな理由 

など様々な分野から白山について学ぶことができました。 

 生徒からは「環境が植物の形態に大きく影響していること」や「白山がもた 

らす人間活動への影響の大きさ」について興味をもったという意見や、「白山 

の火山活動」、「オーソコーツァイトの組成や由来」についてさらに聞いてみ 

いという意見が寄せられました。 

 

 

 

 ７月１７日（金）に福岡先生による上記の講義を行いました。今回の講義で 

は、マグマができる仕組みや星座を構成する星の明るさ、年齢、温度など、事 

前課題の内容に沿った詳しいお話を聞くことができました。 

 

 

 

 

 

 

【普通科・理数科の申込者】 

日時：７月１８日（土） 

場所：金沢工業大学 

 

 

 

【普通科・理数科の申込者】 

日時：７月１９日（日） 

場所：金沢大学 

 

 

  

【普通科・理数科の申込者】 

日時：７月２０日（月・祝） 

場所：金沢大学 

 

 

 

今年のテーマは 

「掛け算」-知られざる「高速乗算」の世界- 

「紙を折ってイノベーション！」です。 

 

筆記試験（マークシート）で、全国の予選受験者のうち上位約８０名が本選へ進

むことができます。 

本選は８月２０日（木）～２３日（日）に広島大学で行われます。 

 

こちらもマークシート式の試験です。 

二次選考は８月２１日（金）～２２日（土）に名古屋大学で開催され、実験問題

に取り組むことになります。 

※写真は昨年度以前のものです 



      【普通科・理数科の希望者】 

日時：７月２５日（土） 

場所：北陸大学薬学部キャンパス 

 

 

【理数科２年生の希望者】 

日時：７月２６日（日）～８月２日（日） 

場所：アメリカ合衆国（ニューヨーク、ワシントンＤ．Ｃ．） 

 

 

 

 

 
 

 

【理数科１年生】 

日時：７月２７日（月）～７月２８日（火） 

場所：白山国立公園 

 

 

 

 
 

 

                                               【普通科・理数科の希望者】 

日時：８月４日（火）～８月６日（木） 

場所：インテックス大阪 

 

 

 

 

 

 

 
 

                               【普通科・理数科の希望者】 

日時：８月６日（木） 

場所：フレンドパーク石川 

 
 

【普通科・理数科の希望者】 

日時：８月７日（金） 

場所：金沢大学角間キャンパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【化学部、普通科・理数科の希望者】 

日時：８月７日（金） 

場所：玉川こども図書館 

 

 

【ＳＳ部ロボット班】 

日時：８月１２日（水） 

場所：津幡シグナス 

 

動植物や地層・岩石観察など、野外実習を行

いながら山頂を目指します。 

 

児童生徒を対象とした科学実験教室をひらきます。

今回のテーマは「銀鏡反応」です。 

 

３～５名でチームを作り、数学の問題に挑戦します。 

本選は９月２０日（日）に東京で開催されます。 

 

全国からＳＳＨに指定されている高校の生徒たちが集まり、研究成果を発表し

交流を深めます。今年は理数科３年生の清水君が「初期欲求満足度の改善が齎

す欲求の創発と深層学習による表現」という研究テーマについてポスター発表

を行います。 

北陸大学の本格的な実験施設で実習

させていただきます。 

今年のテーマは「核酸の抽出」です。

 

理数科２年生の希望者全員が参加します。今年は３１名の生徒が手

をあげました。新しい試みとして、ノートルダム大学でのＥＳＬプ

ログラム（科学英語研修）に参加します。 

 

金沢大学で講義・実験の体験をします。今年のテーマは以下のとおりです。

数学「最適な形について」 

物理「身近な極限温度を体感しよう」 

情報「コンピュータで原子・分子の動きを覗いてみよう！」 

化学「色素を合成してみよう」 

生物「ＤＮＡで仲間を探そう～ＰＣＲと制限酵素地図の作成～」 

地学「地震・火山を知ろう」 

 

World Robot Olympiad、自立型ロボットによるロボットコンテストの予選です。


